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順次

※一部、施工困難な下水道の耐震化は除く。







➀ ➂ 水道管路情報
環境
ビッグデータ漏水履歴

・位置
・布設年度
・口径
・管種

・土壌
・標高
・交通網
・人口 など

・破損管路
・発生時期

水道管路の
余寿命

AI/
機械
学習

GIS

AI予測モデル
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【水道料金と下水道使用料が値上がりする時期】
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道路啓開及び準備期間：7日

作業日数：15日

23日

作業日数54日

作業日数：30日

作業日数：60日

作業日数：8日

作業日数：8日

バルブ閉栓⇒管路復旧後、随時バルブ開栓
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長田浄化センター 処理フロー図















バイパス管の検討
（既設水路の一部を分岐）

10.57m2
27.01m3/s

6.68m2
11.06m3/s
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貯留能力
13,200㎥

これまでの貯留管の運用 ⇒ 貯まった雨水は降雨終了後に排水

降雨時

今後の貯留管の運用 ⇒ 流入開始直後から排水先や降雨状況を確認したうえで排水を開始する。

水路から
流入

降雨終了後
排水

降雨中から排水
（2023年6月台風2号時に試行）

水路から
流入

更に排水能力＋αを
強化することで効果有

引き続き試行を行い
ポンプの増強等を検討

【想定される効果】
・浸水の発生を遅らせられる。
・浸水深を抑えられる

（例：床上→床下）

毎秒最大
8.7㎥

毎秒
0.15㎥

貯留管が満水になると・・・
・水路が溢れる。
・道路冠水が発生。
・降雨終了まで浸水が解消されない。

満水の場合は約24時間かけて排水

P P流入施設

P

流入開始直後から
累計約３時間
排水を行った。

P

排水
(1,730㎥)

貯留能力
13,200㎥
＋1,730㎥

排水
(13,200㎥)

降雨中

降雨後※ 降雨中の排水については、丸子川が
計画高水位を超えた時点で停止する。





下水道管 マンホール
流れを良くするために
改善した下水道管

流れを良くするために
改善したマンホール








